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約85％

在宅受験

インターネットからの申し込み、コンビニ端末を利用しての申し込みの２種類があります。

詳細は技能認定振興協会ホームページをご確認ください。

2022年4月現在、技能認定試験は在宅受験となります。在宅受験では、受験日までに試験問題が自宅に届き、自宅でテキ
スト・ノートなどの資料や電卓を使用して答案作成を行います。試験後、提出期限までに、試験問題に同封された提出用封筒
で返送します。

学校や企業など団体向けに団体受験も実施しています。受験時に使用してもよいものについては上記在宅受験と変わり
ません。その他詳細は技能認定振興協会までお問い合わせください。

在宅受験について

団体受験について

株式会社技能認定振興協会（J
ジャスマ
SMA）

https://www.ginou.co.jp/
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本問題集の構成

問題

解答

本問題集は医療事務技能認定試験と同形式・同レベルの２回分の模擬問題と、その解答で構成されて

います。問題は令和4年度4月診療報酬改定をもとに、医療事務技能認定試験の内容に準じて作成して

います。

医療事務技能認定試験は、【学科問題】と【実技問題】の2つから構成されています。
※実技・学科ともに200床未満の医療機関に限定した範囲

各問題の解答を掲載していますので、問題を解き終わったら確認して答え合わせをしてく

ださい。本問題集では記号を選んで記入する解答形式となっていますが、実際の試験での解

答はマークシート形式です。巻末にマークシートのサンプルを掲載していますので、参考に

してください。

+主に法規、保険請求事務、
医学一般の知識を問う問題

学科問題

カルテから診療報酬明細書
（レセプト）を作成する問題
※外来のみ

実技問題

学習に役立つ、つまずきやすいポイントをまとめていま
す。試験直前にも必ずチェックしましょう。ここに注意 !

このマークは、特に覚えておきたい重要な箇所です。しっ
かりとおさえておきましょう。重 要 
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第1回　学科問題

問 3 次の各項についてＡ、Ｂと示されているもののうち正しい方を選び、解答欄に記入しなさい。

（１）国保組合の保険者番号は（Ａ．６桁　　Ｂ．８桁）である。

（２）医療保険の給付とは（Ａ．保険医療機関　　Ｂ．医療保険の保険者）が行う一定の保障のことをいう。

（３）臨床研究中核病院は病床数（Ａ．300床以上　　Ｂ．400床以上）の医療機関である。

（４） ４歳の患者のある日の診療報酬点数が833点であった場合、窓口徴収額は（Ａ．1,660円　　Ｂ．1,670円）

である。

（５）公費負担医療単独のレセプトは、（Ａ．支払基金　　Ｂ．国保連合会）に提出する。

問 2 次の各項について正しいものにはＡを、誤っているものにはＢを解答欄に記入しなさい。

（１）宗教法人が開設する医療機関は公的医療機関に分類される。

（２） 高額療養費は、１ヶ月の一部負担金の合計額が自己負担限度額を超えた場合に、超過分が給付される制

度である。

（３）インフルエンザの予防接種は、療養の給付の対象である。

（４）カルテは完結の日から５年間、その他の関連書類は、完結の日から３年間の保存が義務付けられている。

（５）償還払いとは患者がいったん立替払いをし、後日、保険者から払い戻しを受けることである。

問 １ 次の各項について正しいものにはＡを、誤っているものにはＢを解答欄に記入しなさい。

（１）病気やケガの治療をするために医療行為そのものを給付することを現物給付という。

（２） 保険医療機関及び保険医療養担当規則は、保険医療機関・保険医が保険診療を行うために守るべき規則

である。

（３）保険医療機関とは都道府県知事に申請をして指定を受けた医療機関である。

（４）社会保険は職場に勤める人を対象とした保険で、被用者保険とも呼ばれる。

（５）診療報酬の請求権の時効は３年間と定められている。
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第1回　学科問題

問 4 次の各項について正しいものにはＡ、誤っているものにはＢを解答欄に記入しなさい。

（１）外来栄養食事指導と集団栄養食事指導を同日に行った場合、指導料は両方算定できる。

（２）癌の疑い患者に対して腫瘍マーカー検査を行った場合、悪性腫瘍特異物質治療管理料を算定する。

（３）５歳の患者に電話再診を行った場合、再診料に乳幼児加算は算定できない。

（４）複数の医療機関に対して診療情報提供を行った場合、診療情報提供料（Ⅰ）は、１回算定する。

（５）往診を行った場合は、往診料と初診料または再診料を算定する。

問 5 次の各項についてＡ、Ｂと示されているもののうち正しい方を選び、解答欄に記入しなさい。

（１）１枚20.05円の湿布薬を５枚投与した場合、薬剤料は（Ａ．２点×５　　Ｂ．10点×１）を算定する。

（２） ６歳の外来患者に１日200mLの点滴注射を実施した場合、点滴実施料として（Ａ．50点　　　Ｂ．147点）

を算定する。

（３）１回の処方で内服薬と屯服薬を投与した場合、調剤料は（Ａ．１回　　Ｂ．２回）算定する。

（４）２種類の向精神薬を１回の処方で投与した場合、麻薬等加算は（Ａ．４点　　Ｂ．２点）を算定する。

（５） １瓶92円の注射薬を0.5瓶使用して皮下筋肉内注射を行った場合、注射料は（Ａ．27点　　Ｂ．31点）を

算定する。

問 6 次の各項についてＡ、Ｂと示されているもののうち正しい方を選び、解答欄に記入しなさい。

（１）介達牽引を同日に頸部と腰部に行った場合、所定点数は（Ａ．１回　　Ｂ．２回）算定する。

（２）手術当日に手術に関連して行った（Ａ．ギプス　　Ｂ．術後創傷処置）の実施料は算定できない。

（３） 外来患者に右眼の上眼瞼と下眼瞼に同時に睫毛抜去を行った場合、処置料は（Ａ．１回　　Ｂ．２回）算定

する。

（４） 右手の第３指、第４指の骨折患者に対し骨折非観血的整復術を行った場合、手術料は（Ａ．1,440点　　

Ｂ．2,880点）を算定する。

（５）硬膜外麻酔（腰部）を２時間50分実施した場合、麻酔料は（Ａ．1,200点　　Ｂ．1,600点）を算定する。
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第1回　実技問題
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第1回　実技問題

（１）対象枠Ⓐの記載について、正しいものを下記より１つ選びなさい。

A. 
記載に誤りはない

B.

D.

p21

52 4

（１）対象枠Ⓐの記載について、正しいものを下記より１つ選びなさい。

（２）対象枠Ⓑの記載について、正しいものを下記より１つ選びなさい。

（３）対象枠Ⓒの記載について、正しいものを下記より１つ選びなさい。
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第1回　実技問題　 解答・解説
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問題番号 正　解

問10 （１）D （２）B （３）C （４）A （５）B

処方箋料を算定した月は、院内で投薬があっても調剤技術基本料は算定できないことには注意
しましょう。
（1）初・再診料についての問題です。外来管理加算の算定に注意が必要です。
・ 6日は前月以前から診療継続中のため、再診料73点の算定です。21：00来院のため時間外加算65点
を算定します。手術実施のため外来管理加算は算定しません。
・7日と8日は再診料を算定します。処置実施のため外来管理加算は算定しません。
・12日も再診料の算定です。診療のみのため外来管理加算52点を算定します。
・28日は再診料の算定です。超音波検査を実施しているため外来管理加算は算定しません。

検査のなかでも生体検査を実施した場合、外来管理加算の算定には注意しましょう。生体検査は外来管
理加算が算定できる検査と算定できない検査に分かれています。しっかり確認しておきましょう。

（2）医学管理等についての問題です。算定条件に注意しましょう。
・ 6日に薬剤情報について文書を交付しています。院内処方が実施されているため、薬剤情報提供料
10点を算定します。手帳に記載はしていないため手帳記載加算は算定しません。
・ 患者の主病は甲状腺機能亢進症です。28日に食事についての療養管理を実施しているため、特定疾
患療養管理料を算定します。実施はこの日のみのため1回の算定です。病床数は130床です。点数は
87点です。

医学管理等は算定条件をよく確認しましょう。特定疾患療養管理料は、療養管理を行っていても初診日
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から1ヶ月以内は算定不可、月2回まで等、また傷病名や診療科が条件になる場合もあります。カルテを
しっかり確認してください。

（3）手術についての問題です。手術当日、手術時の算定ルールに注意が必要です。
・ 手術の実施は6日です。足底の異物を摘出のため手掌、足底異物摘出術3,190点です。21：00実施の
ため時間外加算2を算定します。3,190点＋3,190点×40／100＝4,466点の算定です。
・手術時に使用した薬剤はすべて合算してから点数に換算します。
塩酸プロカイン注射液94円＋ソフラチュール貼付剤54.5円×0.5＝121.25円
121.25円／10＝12.125　→　12点

手術実施の場合は、その手術の算定だけでなく手術当日の手術関連処置（ギプスは除く）、手術関連の注
射実施料は算定できないことや、外皮用殺菌剤は算定できない等注意が必要です。またレセプト摘要欄
に記入する場合、必ず手術日を記入することにも注意しましょう。

（4）検査についての問題です。算定もれに注意しましょう。
・ 検査の実施は28日です。尿中一般物質定性半定量検査、生化学的検査Ⅱの「TSH、FT3、FT4」、超音波
検査等をそれぞれ算定します。
・尿中一般物質定性半定量検査は26点を算定します。判断料の算定はありません。
・ FT3、FT4はまるめ算定の項目ですが、2項目のためそれぞれ124点を算定します。TSHの101点をあ
わせて算定します。静脈採血料の37点と生化学的検査Ⅱの判断料144点も忘れずに算定しましょう。
・超音波検査は断層撮影法「その他」の（3）350点を算定します。

検体検査、生体検査とさまざまな検査項目がありますが、それぞれの算定方法をしっかり確認しましょ
う。

（5） 処方箋料についての問題です。処方箋料にも処方料と同様の加算があることを忘れないようにしま
しょう。
・ 28日に院外処方箋を交付しています。処方箋料68点を算定します。また主病が、厚生労働大臣が定
める疾患のため、特定疾患処方管理加算を算定します。投与日数が28日分のため、処方期間28日分
以上の「2」66点を算定します。

処方箋料を算定した月は、院内で投薬があっても調剤技術基本料は算定できません。忘れやすいポイン
トです。注意しましょう。

問10

・ 医療保険制度は医療事務を学習する上でとても大切な部分です。さまざまな項目がありますが「覚える」
のではなく繰り返しテキストなどを確認することで「慣れて」いきましょう。「保険診療とは何か」「保険給
付の対象となる行為は何か」も大切です。また「被保険者・被扶養者」や「保険者」なども重要です。何度も確
認しましょう。
・ 患者一部負担金の計算は、まず患者負担割合を確認することが大切です。特に小学校入学前や70歳以上
の高齢受給者、75歳以上の後期高齢者の開始日には注意が必要です。
・ 初診料の算定は「他に診療継続中の傷病が1つもない場合」が重要なポイントです。その傷病の開始日にお
いて、他に診療継続中の傷病の有無をカルテからしっかり読み取りましょう。
・ そのほかそれぞれの診療行為において、同時に算定できないもの、同日には算定できないもの等算定には
さまざまな算定のルールがあります。「覚える」のではなく、繰り返し学習していくことが大切です。

つまずきや す いポイントここに注意 !
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